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５
月
１０
日
か
ら
、「
ゆ
ま
に
て
」
で
住

民
票
な
ど
の
各
種
証
明
書
の
交
付
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
既
に

資
料
館
で
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ー
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

A
火
曜
日
〜
金
曜
日
・
日
曜
日
　
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
※
祝
日
お
よ
び
休
館

日
を
除
く

B
ゆ
ま
に
て
（
南
川
崎
５
２
３
番
地
）

E
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
外
国
人

登
録
証
明
書
・
保
険
証
等
で
本
人
が
確
認

で
き
る
も
の

I
市
民
課
蕁
A
２
１
６

田
植
え
の
準
備
期
に
入
り
、
４
月
２６
日

貂
午
前
９
時
か
ら
、
八
条
用
水
路
に
通
水

し
ま
す
。
危
険
な
場
所
に
幼
児
や
児
童
が

近
づ
か
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

I
農
政
課
蕁
A
２
９
９

G
一
頭
に
つ
き
３
３
０
０
円
（
新
規
登
録

の
場
合
は
６
３
０
０
円
（
う
ち
登
録
料
３

０
０
０
円
）
※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

★
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ

て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

I
環
境
課
蕁
A
２
３
５

交
通
ル
ー
ル
に
慣
れ
な
い
新
入
学
児

童
･
園
児
が
多
い
こ
の
時
期
。
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

〈
重
点
目
標
〉

･
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

･
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進

･
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

I
交
通
防
災
課
蕁
A
３
０
８

A
毎
週
土
曜
日
（
５
月
１４
日
、
６
月
１８
日
、

９
月
３
日
、
１０
月
８
日
、
１２
月
１０
日
・
１７

日
・
２４
日
・
３１
日
、
１
月
２１
日
、
２
月
２５

日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午

B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室

C
市
内
の
小
・
中
学
生（
低
学
年
の
児
童
は

保
護
者
同
伴
）
※
個
人
で
の
利
用
に
限
る

D
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
卓
球
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど

★
体
育
指
導
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
サ

タ
デ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

I
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
９９６
・
５

１
２
６

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
・
地
域
活
動
な
ど
に
お
い
て
、
グ
ル
ー

プ
活
動
中
に
不
慮
の
事
故
が
あ
っ
た
場
合

に
保
険
金
・
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

C
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

G
１
人
当
た
り
年
額
５
０
０
円
か
ら
（
活

動
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

※
加
入
申
込
書
は
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
で
配
布

I

譛
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
埼
玉
県
支
部

蕁
０４８
・
８３０
・
６
９
５
８

始
ま
り
ま
す
！
「
ゆ
ま
に
て
」
で

各
種
証
明
書
の
交
付

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
〜
15
日

八
条
用
水
に
通
水
し
ま
す

狂
犬
病
予
防
注
射

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

体
育
室
を
開
放

時  間 午前９時３０分～１１時３０分 午後1時～３時 実施日 

旧八條市場跡南側 
上大瀬公民館 
老人福祉センター寿楽荘 
松之木公民館 
中馬場公民館 
浮塚氷川神社 
文化スポーツセンター 
市役所庁舎西側 

リサイクルプラザ西側駐車場 
下大瀬公民館 
垳常然寺 
上木曽根会館 
資料館駐車場 
大曽根中公民館 
勤労青少年ホーム 
市役所庁舎西側 

１８日豺 
１９日貂 
２０日貉 
２１日貅 
２２日貊 
２５日豺 
２６日貂 
２７日貉 

４
月 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

４月１日から施行 

個人情報保護法 
　だれもが安心してＩＴ社会の便益
を享受するための制度的基盤として、
個人情報保護法が４月１日から全面
施行されました。 
　個人情報取扱事業者は、個人情報
の利用目的を明らかにし、その範囲
内で取り扱わなければなりません。
また、本人の同意を得ずに個人デー
タを第三者に提供することは原則禁
止されるほか、安全管理措置、従事
者や委託先の監督など個人情報の適
正な取り扱いに関するルールが適用
されます。 
　自分の個人情報については、事業
者に開示等を求めることができます。
また、個人情報に関するトラブルや
疑問は、その事業者に申し出るほか、
認定個人情報保護団体や地方公共団
体、国民生活センターの苦情相談窓
口などで相談できます。 
　詳しくは、内閣府国民生活局ホー
ムページ（http://www5.cao.go.jp/ 
seikatsu/kojin/index.html）をご覧
ください。 
I総務人事課蕁A２３１ 

※問題が生じた時は当事者間で解決い
ただき、市は責任を負いかねます。 
I商工振興課蕁A３３６ 

ゆずります 
学習机・本棚（無料） 
電動ベッド（１,０００円） 

ゆずってください 
工業用ミシン 

ぴ
よ
っ
こ
ク
ラ
ブ

A
毎
週
木
曜
日
、
午
前
１０
時
３０
分
〜
正

午
　
B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

C
未
就
園
児
と
保
護
者
　
D
手
あ
そ

び
、
体
操
、
本
読
み
、
工
作
、
誕
生
日

会
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
ほ
か
　
E
内
容

に
よ
っ
て
毎
回
変
わ
り
ま
す
。

G
月

会
費
２
０
０
円
※
体
験
無
料
　
I
小
倉

蕁
兼
FAX
９９５
・
２
１
４
１

リ
ト
ミ
ッ
ク
《
リ
ズ
ム
・
ラ
ン
ド
》

参
加
者
募
集
！！

２
歳
児
か
ら
３
歳
児
対
象
の
「
リ
ト

ミ
ッ
ク
」
で
す
。
親
子
で
一
緒
に
リ
ト

ミ
ッ
ク
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

A
５
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
（
月
３
回
）

※
４
月
２６
日
無
料
体
験
日
　
B
ゆ
ま
に

て
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）
２
階
音
楽

室
ほ
か
　
G
入
会
金
５
０
０
円
、
月
会

費
２
０
０
０
円
　
I
森
蕁
兼
FAX
９９５
・

５
４
７
４

水
引
工
芸
教
室

い
ろ
い
ろ
な
色
の
水
引
で
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
作
り
ま
す
。

A
４
月
２３
日
貍

午
後
１
時
〜
３
時

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
工
作
室
（
２

階
）
F
１０
人
　
G
２
０
０
０
円
（
材

料
費
込
）
I
武
類

む
る
い

蕁
９９６
・
１
６
９
０

「
日
曜
会
」
社
交
ダ
ン
ス

A
毎
週
日
曜
日
　
初
心
者
＝
午
前
１１
時
３０

分
〜
午
後
０
時
５０
分
、
初
級
＝
午
後
１
時

〜
２
時
２０
分
　
B
ダ
ン
ス
の
ぼ
る
（
中
央

３
―
４
―
１４
）

G
月
会
費
３
０
０
０
円

I
山
川
蕁
９９６
・
１
６
１
５

社
交
ダ
ン
ス
ポ
ピ
ー

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
お
気
軽
に
ど

う
ぞ

A
毎
週
水
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時
　
B

や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
　
G
入
会
金
１

０
０
０
円
、
月
会
費
４
５
０
０
円
　
I
舘

岡
蕁
９９６
・
３
２
０
８

き
も
の
着
付
け
同
好
会

A
第
２
・
第
４
火
曜
日
　
午
前
９
時
３０
分

〜
正
午
　
B
八
幡
公
民
館
ほ
か
　
G
入
会

金
１
５
０
０
円
、
月
会
費
１
０
０
０
円

I
原
蕁
９３６
・
６
６
２
８

初
心
者
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
募
集

A
５
月
１３
日
貊
か
ら
毎
週
金
曜
日
・
全
６

回
　
午
前
１０
時
〜
正
午
※
５
月
１３
日
は
、

開
校
式
を
行
う
た
め
、
９
時
３０
分
開
始

B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
　
C

市
内
在
住
の
方
　
F
３０
人
　
G
２
０
０
０

円
（
保
険
代
・
シ
ャ
ト
ル
代
を
含
む
）

H
４
月
１１
か
ら
５
月
７
日
ま
で
に
、
文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

蕁
９９６
・
５
１
２
６
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
連

盟
・
箕
輪
蕁
兼
FAX
９９５
・
８
９
７
３
　
I

宮
本
蕁
９９７
・
１
０
０
８

八
潮
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加
募
集

A
５
月
２２
日
豸

午
前
９
時
〜
　
B
文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
C
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
※
ダ
ブ
ル
ス
で
は

１
人
の
方
が
該
当
す
れ
ば
参
加
で
き
ま

す
。

D
男
女
ダ
ブ
ル
ス
１
部
、
２
部
、

３
部
　
G
一
般
１
５
０
０
円
、
会
員
お
よ

び
高
校
生
１
０
０
０
円
、
中
学
生
５
０
０

円
　
H
４
月
１１
日
か
ら
３０
日
ま
で
に
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
　
I
宮
本

蕁
９９７
・
１
０
０
８

ラ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
全
国
大
会

A
４
月
２４
日
豸
（
雨
天
の
場
合
４
月
２９
日

豢
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
B
大
瀬

運
動
公
園
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

G
参

加
費
２
０
０
０
円
　
I
木
村
蕁
９９６
・
７

７
０
５

日
本
商
工
会
議
所
簿
記
検
定
試
験

A
６
月
１２
日
豸

１
級
・
３
級
＝
午
前
９

時
、
２
級
・
４
級
＝
午
後
１
時
３０
分

B
獨
協
大
学
（
松
原
団
地
駅
下
車
徒
歩
８

分
）

G
１
級
７
１
４
０
円
、
２
級
４
０

８
０
円
、
３
級
２
０
４
０
円
、
４
級
１
５

３
０
円
　
H
４
月
２８
日
か
ら
５
月
１２
日
ま

で
に
、
草
加
商
工
会
議
所
ま
た
は
草
加
市

物
産
情
報
館
へ
受
験
料
を
持
参
　
I
草
加

商
工
会
議
所
蕁
９２８
・
８
１
１
１

ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
楽
し
む
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

A
毎
週
金
曜
日
　
午
後
１
時
〜
５
時

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
　
G
月

会
費
２
０
０
０
円
　
I
柳
沼
蕁
０７０
・

５
４
５
９
・
６
２
０
５

ペ
ン
習
字
教
室

A
毎
週
月
曜
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
※
自
由

見
学
可
　
D
ペ
ン
習
字
の
基
本
か
ら

学
ぶ
　
E
ペ
ン
（
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
）、

ノ
ー
ト
持
参
　
G
月
会
費
２
５
０
０

円
　
I
小
菅
蕁
９５２
・
１
８
３
２

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ク

ル
募
集

A
毎
週
木
曜
日
　
①
午
前
１０
時
３０
分

〜
②
午
後
１
時
３０
分
〜
　
B
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
「
ゆ
ま
に
て
」
ほ
か

G
お
花
代
実
費
　
I
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
振
興
協

会
（
内
木

な
い
き

）
蕁
０３
・
３
５
３
８
・
２

５
１
０

書
道
教
室
（
墨
友
会
）

A
毎
週
金
曜
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
※
自
由

見
学
可
　
D
書
道
の
基
礎
か
ら
学
ぶ

E
書
道
用
具
　
G
月
会
費
２
５
０
０

円
　
I
吉
原
蕁
９３６
・
９
６
１
９

交付できる各種証明書 

戸籍謄本・抄本（戸籍に記載されている者に限る） 

外国人登録原票記載事項証明書（本人に限る） 

住民票の写し（本人又は本人と同一世帯に属する者に限る） 

住民票記載事項証明書（本人又は本人と同一世帯に属する者に限る。 
ただし、本人が持参した記載事項証明書に対する証明は除きます） 

戸籍の附票の写し（戸籍の附票に記載されている者に限る） 

印鑑登録証明書（印鑑登録原票に記載されている者に限る） 

※注意　委任状による代理人の請求はできません。 

交
付
手
数
料（
１
通
） 

戸
籍
謄
本
・
抄
本
は
４
５
０
円 

そ
れ
以
外
は
２
０
０
円 
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付
②
メ
セ
ナ
自
主
事
業
公
演
入
場
券
の
割

引
・
先
行
発
売
（
個
人
会
員
＝
１
会
員
３

枚
ま
で
、団
体
会
員
＝
１
会
員
１０
枚
ま
で
）

※
例
外
あ
り
③
楽
習
館
自
主
事
業
講
座
受

講
料
の
割
引
（
個
人
会
員
・
団
体
会
員
と

も
１
会
員
３
講
座
ま
で
）
④
抽
選
で
メ
セ

ナ
自
主
事
業
公
演
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

⑤
メ
セ
ナ
事
業
の
広
報
協
力
者
に
抽
選
で

出
演
者
サ
イ
ン
色
紙
プ
レ
ゼ
ン
ト

H
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
込
み
用
紙

に
、
年
会
費
を
添
え
て
八
潮
メ
セ
ナ
ま
た

は
や
し
お
生
涯
楽
習
館
窓
口
へ

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
９９８
・
２
５
０
０
（
休

館
日
　
八
潮
メ
セ
ナ
＝
月
曜
日
、
や
し
お

生
涯
楽
習
館
＝
火
曜
日
※
祝
日
に
当
た
る

場
合
は
翌
日
）

八
潮
市
観
光
協
会
で
は
、
現
在
観
光
マ

ッ
プ
（
発
行
部
数
１
万
部
）
を
７
月
末
発
行

予
定
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
お
食
事
処
編

に
掲
載
を
希
望
す
る
店
を
募
集
し
ま
す
。

C
①
八
潮
市
観
光
協
会
会
員
ま
た
は
申
込

時
加
入
で
き
る
方
（
年
会
費
＝
５
千
円
）

②
八
潮
市
内
の
店
で
昼
食
・
夕
食
の
食
事

が
で
き
る
こ
と

F
１５
店
（
審
査
等
あ
り
）

G
１
万
円
（
掲
載
料
）

H
４
月
２８
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話

で
、
八
潮
市
観
光
協
会
（
商
工
会
内
蕁

９９６
・
１
９
２
６
）
へ

A
５
月
７
日
貍

①
午
前
１０
時
２０
分
〜

②
午
後
０
時
５０
分
〜
③
午
後
３
時
１０
分
〜

D
映
画
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
「
伝
説
を

呼
ぶ
ブ
リ
ブ
リ
３
分
ポ
ッ
キ
リ
大
進
撃
」

G
大
人
１
３
０
０
円
、
小
人
（
３
歳
〜
中

学
生
）
９
０
０
円
、
シ
ニ
ア
（
６
０
歳
以

上
）
お
よ
び
高
校
・
大
学
生
１
０
０
０
円

（
要
証
明
）※
友
の
会
会
員
１
０
０
円
引
き

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
９９８
・
２
５
０
０

平
成
１７
年
度
の
労
働
保
険
料
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
年
度
更
新
の
申
告
納
付

は
５
月
２０
日
ま
で
で
す
。
お
早
め
に
、
申

告
書
と
納
付
書
を
作
成
の
う
え
、
銀
行
ま

た
は
郵
便
局
等
の
金
融
機
関
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

I

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
蕁

０４８
・
６００
・
６
２
０
３

※
市
消
防
本
部
予
防
課
で
受
験
願
書
を
交

付
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

I
市
消
防
本
部
予
防
課
蕁
９９６
・
０
１
３

４A
５
月
３
日
貂
〜
５
日
貅
、
８
月
１２
日
貊

〜
１４
日
豸

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
９９８
・
２
５
０
０

A
入
会
日
〜
平
成
１８
年
３
月
３１
日

G
年
額
＝
個
人
会
員
２
０
０
０
円
、

団

体
会
員
６
０
０
０
円

D
①
メ
セ
ナ
・
楽
習
館
イ
ベ
ン
ト
情
報
送

C
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
市
内
在
住
の
交
通
遺
児
②
学
校
教
育
法

第
１
条
に
定
め
る
学
校（
幼
稚
園
を
除
く
）

ま
た
は
、
同
法
第
８２
条
の
２
お
よ
び
３
に

定
め
る
専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
在
学
す

る
こ
と
③
学
費
に
困
っ
て
い
る
こ
と

G
月
額
５
０
０
０
円
〜
１
万
５
０
０
０
円

(

返
還
義
務
な
し)

H
当
基
金
所
定
の
願
書
・
在
学
証
明
書
・

警
察
署
の
発
行
す
る
事
故
証
明
・
交
通
事

故
に
よ
り
遺
児
と
な
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
を
添
え
て
、
公
益
信
託
高
橋
保
蔵

八
潮
市
交
通
遺
児
奨
学
基
金
事
務
局
（
〒

１
０
５
―
８
５
７
４
東
京
都
港
区
芝
３

―
３３
―
１
中
央
三
井
信
託
銀
行
本
店
法
人

営
業
部
内
　
蕁
０３
・
５
２
３
２
・
８
９
１

１)

へ
随
時
提
出

I
社
会
福
祉
協
議
会
蕁
９９５
・
３
６
３
６

A
４
月
２６
日
貂
〜
２８
日
貅
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
１
日
（
実
施
日
は
後
日
連
絡
）

C
６５
歳
以
上
で
、
常
時
臥
床
（
ね
た
き
り
）

状
態
に
あ
る
高
齢
者
お
よ
び
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
か
２
級
を
お
持
ち
の
重
度
身
体

障
害
者
の
う
ち
、
家
庭
で
布
団
を
干
す
こ

と
が
困
難
な
方

D
掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
、
か
い
ま
き

（
夜
着
）
の
乾
燥
・
殺
菌
。
自
宅
へ
回
収

に
伺
い
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
お
届
け

G
無
料

H
４
月
１８
日
ま
で
に
市
役
所
⑧
、
⑨
番
窓

口
へ
※
代
理
申
請
可

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
２
１
８
・
４
２
８

交
通
遺
児
奨
学
金

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
前
期
）

受付期間 試験の種類 試験会場 試験日 

全種類 
川越市 
東京国際大学 
第１ キャン パ ス 

５月１５日豸 
４月７日 
　～１４日 

全種類 
川越市 
東京国際大学 
第１ キャン パ ス 

乙種４類 
丙種 

岡部町 
埼玉工業大学 

７月２４日豸 

７月３１日豸 

６月２２日 
　～３０日 

６月２２日 
　～３０日 

八潮市長選挙・八潮市議会議員一般選挙 

　八潮市長選挙および八潮市議会議員一般 
選挙は、次の日程で同時に行われます。 
●告 示 日　８月２８日豸 
●投票日時　９月４日豸午前７時～午後８時 
●開票日時　９月４日豸午後９時～ 
●開票場所　エイトアリーナ（鶴ヶ曽根１５３５番地１、 
　　　　　　蕁９９９－７０１１） 

投票日 9月4日豸 
選挙日程 

●開 催 日　７月２２日貊午後１時３０分～４時 
●場　　所　八潮メセナ２階集会室 
I選挙管理委員会蕁A２６４ 

立候補予定者説明会 
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土砂等のたい積及び投棄の規制に関する条例が施行 ４月１日から 

■規制の対象となるのは？ 

■許可基準 

■たい積許可が必要です！ 

　「八潮市土砂等のたい積及び投棄の規制に関する条例」が、施行されました。この条例は、無秩序な土砂等のたい積および土砂等の投棄を防止し、市民生
活の安全の確保および生活環境を保全することを目的としています。なお、土砂等の投棄の禁止については、平成１6年１２月２４日から施行されています。 

　土砂等とは、建設残土、土、砂、砂利等をいい、資材置場やストックヤード等で土
砂等をたい積している行為、田畑の埋立てや農地改良による土砂等を用いての
埋立て、盛土を行う行為を対象としています。 
 
 
　土砂等のたい積に係る土地の区域の面積が５００平方メートル以上３,０００平
方メートル未満（３,０００平方メートル以上については、県の許可）のときは、土砂等
のたい積計画を定め、許可申請書に必要な書類を添えて、市長の許可を受けな
ければなりません。また、その概要を周辺の住民に周知させるよう努めることが定
められています。 

 
 
　土砂等の流出や崩壊等を防止するうえで、規則で定める基準や、土砂等のた
い積を行おうとする者の資力・信用、土地の所有権、その他権利を有する者の同
意等が許可基準として定められています。 
①土砂等の高さは、３メートル以下であること 
②のり面の勾配は、垂直１メートルに対する水平距離が２メートルの勾配以下
であること 
③必要な排水施設、擁壁、囲いが設置されていること 
④放流先の排出能力に応じて必要がある場合は、調整池等が設置されている
こと 
⑤垂直１メートルに対する水平距離が４メートル以下の勾配の土地は、すべりが
生じないように段切り等の措置が講じられていること 
⑥地盤が軟弱である場合は、土の置換え、水抜き等が講じられていること 

⑦土砂等が崩壊しないように締固め等の必要な措置が講じられていること 
⑧周囲に道路、水路、建築物の用に供する土地がある場合は、土砂等のたい
積の高さに相当する保安距離等の措置が講じられていること 
⑨生活環境への影響を踏まえ、土砂等のたい積を行う時間、期間等が定めら
れていること 
⑩土砂等のたい積に係る土地の区域を表示するためのくい等が設置されてい
ること 

■土砂等の投棄の禁止 

■罰則規定 

　土砂等の投棄を禁止し、投棄を行った者に対して、原状回復等必要な措置をとるよ
う、命ずることができます。 
 
 
①無許可の土砂等のたい積、措置命令違反は、２年以下の懲役または１００万円
以下の罰金 
②改善命令違反は、１００万円以下の罰金 
③その他、届出を怠ったり虚偽の届出や報告等をした場合も罰せられます。 

I環境課蕁C235

道　路 

水　路 

建築物 

境界 

囲い 
（くい） 

b

a：b＝1：2以上 a
囲い 
（くい） 3m以内 

土砂等のたい積に係る土地 

保安距離　土砂等のたい積の高さに相当する長さ 

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

メ
セ
ナ
・
楽
習
館
友
の
会

観
光
マ
ッ
プ
掲
載
企
業

八
潮
メ
セ
ナ
臨
時
休
館

八
潮
メ
セ
ナ
特
選
映
画
会

旭
日
双
光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）

長
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
・
市
議
会
議

員
と
し
て
、
適
切
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営

に
努
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
振
興
、
発
展

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
都
市
基
盤
の

整
備
な
ど
住
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

飯山
いいや ま

勝
まさる

さん
（八條）



の
他
は
申
込
順
）
※
参
加
者
が
５
人
未
満

の
場
合
は
開
校
中
止

G
支
援
費
受
給
者
は
市
が
決
定
し
た
金

額
、
そ
の
他
の
方
は
参
加
費
１
回
に
つ
き

１
０
０
円
※
毎
回
徴
収
、
材
料
費
は
別
途

徴
収
（
欠
席
し
た
場
合
の
材
料
費
は
返
金

し
か
ね
ま
す
）

E
使
い
古
し
た
布
（
４
〜
５
枚
）、
新
聞

紙―
①
②
共
通
―

B
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」
日
常
生
活
訓
練
室

H
４
月
２５
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話

で
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
蕁

９９５
・
３
６
３
６
）
へ

A
５
月
２０
日
貊
〜
２２
日
豸

午
前
１０
時
〜

午
後
５
時

B
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室
・
集
会
室

★
出
品
作
品
を
募
集

C
１６
歳
以
上
の
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
方
お
よ
び
市
内
で
活
動
し
て
い
る
各
団

体
に
所
属
の
方

D
書
作
品
で
全
紙
以
内
、
１
人
１
点

H
４
月
２５
日
ま
で
に
、
出
品
申
込
書
を
窓

口
へ

I

文
化
協
会
（
八
幡
公
民
館
内
）
蕁

９９５
・
６
２
１
６
※
受
付
時
間
＝
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

運
動
に
親
し
み
、
仲
間
と
楽
し
く
運
動

す
る
こ
と
で
、
よ
り
健
康
に
な
り
ま
せ
ん

か
？
　
体
に
や
さ
し
い
運
動
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

A
①
５
月
１１
日
〜
６
月
２９
日
（
毎
週
水
曜

日
全
８
回
）
②
５
月
６
日
〜
６
月
２４
日

（
毎
週
金
曜
日
全
８
回
）

午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分

B
①
保
健
セ
ン
タ
ー
②
八
條
公
民
館

D
健
康
体
操（
い
こ
い
体
操
）、
健
康
講
話

C
市
内
在
住
の
方

F
２０
人(

申
込
順)

H
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９５
・
３

３
８
１
）
へ

（１０） 平成17年4月10日 広報 No.653

B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

H
４
月
１２
日
か
ら
電
話
予
約
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
窓
口
へ

A
５
月
１４
日
貍

午
前
８
時
３０
分
〜
（
開

会
式
）
・
午
前
９
時
〜
（
競
技
）

B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
相
撲
場
（
雨

天
の
場
合
、
大
原
小
学
校
体
育
館
）
※
駐

車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の

①
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

A
５
月
１０
日
〜
７
月
１２
日
（
毎
週
火
曜
日

全
１０
回
）

午
後
７
時
〜
８
時

B
市
民
温
水
プ
ー
ル

D
浮
力
・
抵
抗
・
水
圧
・
水
温
と
い
う
水

中
運
動
の
特
性
を
利
用
し
、
水
中
ダ
ン
ス

を
中
心
と
し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
ま

す
。
泳
げ
な
い
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

F
４０
人
（
申
込
順
）

G
１
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

②
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

A
５
月
１１
日
〜
６
月
２９
日
（
毎
週
水
曜
日

全
８
回
）

午
前
１０
時
〜
１１
時

B
八
條
公
民
館
会
議
室
１

D
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
有
酸

素
運
動
を
行
い
ま
す
。
基
本
か
ら
始
め
、

慣
れ
て
き
た
ら
徐
々
に
運
動
強
度
を
上

げ
、
段
階
的
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

す
。

F
３０
人
（
申
込
順
）

G
１
３
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

―
①
②
共
通
―

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

C
市
内
に
在
住
す
る
小
学
４
年
生
〜
６
年

生
の
児
童

I
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
９９６
・
５

１
２
６

①
手
話
講
習
会
（
基
礎
課
程
）

A
６
月
２
日
〜
１０
月
３
日
（
８
月
１１
日
・

１５
日
・
１８
日
・
祝
日
を
除
く
毎
週
月
・
木

曜
日
、全
３１
回
＝
講
義
４
回
・
実
技
２７
回
）

午
前
１０
時
〜
正
午
※
予
備
日
＝
１０
月
６
日

C
原
則
と
し
て
、
市
内
在
住
・
在
勤
で
手

話
奉
仕
員
養
成
入
門
課
程
の
修
了
者
お
よ

び
同
等
レ
ベ
ル
の
方
※
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
同
伴
の
受
講
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

F
３０
人
（
申
込
順
）

G
１
４
７
０
円(

テ
キ
ス
ト
代)

②
革
工
芸
教
室

A
５
月
１６
日
〜
６
月
１３
日
（
全
５
回
・
毎

週
月
曜
日
）
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

C
市
内
在
住
・
在
勤
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
方

F
１０
人
（
支
援
費
受
給
者
を
優
先
し
、
そ

第
14
回
八
潮
市
書
道
展

①
５
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級
日
曜
版

A
５
月
１５
日
豸
、
午
後
１
時
〜
４
時

C
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫

E
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

G
無
料

②
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

A
５
月
２３
日
豺
、
午
前
８
時
４５
分
〜
１０
時

４５
分
・
午
後
１
時
〜
３
時
　
※
結
果
説
明

会
＝
６
月
９
日
貅
午
前
１０
時
〜

C
２０
歳
以
上
の
市
民
の
方

D
問
診
、
骨
密
度
測
定

F
午
前
･
午
後
各
３０
人
（
申
込
順
）

G
無
料

③
イ
キ
イ
キ
の
び
の
び
の
会
（
機
能
訓

練
）イ

キ
イ
キ
の
び
の
び
の
会
は
、
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
方
や
老
化
・
疾
病
等
に
よ
っ

て
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
の
た

め
の
機
能
訓
練
の
場
で
す
。

体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
蕁
９
９
５
・
３
３
８
１

て
、
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
？
　
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

D
体
操
（
理
学
療
法
士
に
よ
る
体
操
や

リ
ズ
ム
体
操
な
ど
）
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
（
手
工
芸
な
ど
）

C
４０
歳
以
上
で
老
化
・
疾
病
等
に
よ
り

心
身
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
（
介
護

保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

④
プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン

友
だ
ち
を
増
や
し
て
、
楽
し
い
マ
タ

ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

A
４
月
２２
日
貊
、
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時C
妊
婦
・
先
輩
マ
マ
（
産
後
の
方
も
大

歓
迎
！
）

D
妊
婦
同
士
や
先
輩
マ
マ
と
の
交
流
会
、

妊
娠
中
や
お
産
の
こ
と
な
ど
皆
で
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

G
無
料

―
①
②
③
④
共
通
―

B
保
健
セ
ン
タ
ー

H
①
②
③
事
前
申
し
込
み
、
④
不
要

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
変
更

平
成
１６
年
度
に
子
宮
が
ん
検
診
・
乳

が
ん
検
診
に
対
す
る
国
の
「
が
ん
検
診

実
施
の
た
め
の
指
針
」
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
で
は
、

平
成
１７
年
度
か
ら
受
診
対
象
年
齢
を
子

宮
が
ん
検
診
２０
歳
以
上
、
乳
が
ん
検
診

４０
歳
以
上
に
改
め
、
受
診
回
数
は
２
年

に
１
回
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
５

月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

やしお生涯楽習館　自主事業講座 Iやしお生涯楽習館　蕁９９４－１０００ 
Eメール　ylac@cd.mbn.or.jp 
 

申　込 費用 対象・定員 日　　時 内　　容 講 座 名  

レディース 
バイク 
スクール 

4,350円 
昼食代・ 
保険料含む 

親子１組 
につき 
2,300円 

3,000円 

5月6日～7月15日 
隔週金曜日 
①午前10時～ 
　10時40分 
②午前11時～ 
　11時40分 

5月15日～8月7日 
隔週日曜日 
（6/26を除く） 
①午前10時～ 
　10時40分 
②午前11時～ 
　11時40分 

①１歳児と 
　保護者 
②２歳児と 
　保護者 
各親子１０組 
 

①４～６歳 
②小学１年生 
　～3年生 
各１５人 
 

電話・窓口・ 
Eメールで 
受付中 

4月11日（月） 
午前9時～、 
初日窓口のみ 
12日以降電話可 
（1人1件のみ） 

４月1６日（土） 
午前9時～、 
初日窓口のみ 
17日以降 
電話可 

ちびっこ 
ふれあい 
ひろば 

キッズ 
英会話 

初心者でも安心
の女性限定バイ
クスクール 

外国人の先生と
遊びながら、英
会話に親しみ異
文化交流を楽し
みましょう！ 

4月29日豢 
午前10時～ 
午後5時 

１８歳以上、原付以
上の免許を持ち、
バイクの持ち込
みが可能な方 
１５人 

工作・手遊び等を
通して、親子のふ
れあいを楽しみま
しょう。 
同年代のお友だ
ち作りにも最適♪ 

市
で
は
、
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。
課
長
級
以
上
の
異
動
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
名
）

【
部
長
級
】

▽
企
画
部
長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長

(

総
務
部
長)

栗
原
一
男
▽
企
画
部
理
事

政
策
担
当
　(

企
画
部
長
兼
土
地
開
発
公

社
事
務
局
長)

斎
藤
順
一
　
▽
企
画
部
付

理
事
や
し
お
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
財

団
派
遣
　(

企
画
部
理
事)

松
澤
利
行

▽
総
務
部
長
　(

ふ
れ
あ
い
福
祉
部
長
兼

福
祉
事
務
所
長)

武
ノ
内
保
雄
　
▽
ふ
れ

あ
い
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
　(

教

育
総
務
部
長)

千
代
田
美
恵
子
　
▽
環
境

経
済
部
長
　(

環
境
経
済
部
次
長)

仲
村

昌
寿
　
▽
環
境
経
済
部
理
事
危
機
管
理

担
当
　(

消
防
本
部
消
防
長
兼
消
防
署
長)

田
中
義
夫
　
▽
水
道
部
長
　(

総
務
部
次

長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長)

田
口
幸

男
　
▽
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
公
平
委
員

会(

企
画
部
理
事)

小
倉
秀
男
　
▽
教
育

総
務
部
長
　(

環
境
経
済
部
長)

大
導
寺

正
美
　
▽
学
校
教
育
部
長
　(

学
校
教
育

部
長
兼
学
務
課
長)

石
黒
貢
　
▽
消
防
本

部
消
防
長
　(

水
道
部
長)

中
嶋
正
昭

【
次
長
級
】

▽
企
画
部
次
長
兼
男
女
共
同
参
画
課
長
兼

土
地
開
発
公
社
事
務
局
次
長
　(

ふ
れ
あ

い
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長)

峯
岸
恒
彰

▽
総
務
部
次
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

長
　(

総
務
部
次
長
兼
納
税
課
長)

前
原

光
二
　
▽
総
務
部
次
長
兼
納
税
課
長

(

企
画
部
次
長
兼
男
女
共
同
参
画
課
長
兼

土
地
開
発
公
社
事
務
局
次
長)

飯
塚
嘉
平

▽
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
次
長
　(

企
画
部
付

参
事
　
や
し
お
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
財

団
派
遣)

久
保
田
芳
男
　
▽
環
境
経
済
部

次
長
　(

建
設
部
道
路
治
水
課
長)

宗
形

雅
二
　
▽
建
設
部
次
長
　(

企
画
部
参
事

兼
国
体
推
進
課
長
兼
国
体
推
進
係
長)

高

橋
登
　
▽
都
市
開
発
部
次
長
兼
南
部
事
業

推
進
課
長
　(

都
市
開
発
部
南
部
事
業
推

進
課
長)

秋
山
章
　
▽
水
道
部
次
長

(

水
道
部
次
長
兼
施
設
課
長)

萩
野
秀
夫

▽
消
防
署
署
長
　(

消
防
署
副
署
長)

榎

本
孝
夫

【
課
長
級
】

▽
総
務
部
市
民
課
長
　(

教
育
総
務
部
社

会
教
育
課
長)

中
島
陽
一
　
▽
総
務
部
市

民
税
課
長
　(

総
務
部
市
民
課
長)

田
中

輝
雄
　
▽
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
社
会
福
祉
課

長
　(

ふ
れ
あ
い
福
祉
部
高
齢
い
き
が
い

課
長)

恩
田
誠
　
▽
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
高

齢
い
き
が
い
課
長
　(

ふ
れ
あ
い
福
祉
部

国
保
年
金
課
長
補
佐)

堀
間
清
　
▽
環
境

経
済
部
主
幹
　
危
機
管
理
担
当
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ

担
当
　(

環
境
経
済
部
環
境
課
主
幹
Ｉ
Ｓ

Ｏ
担
当)

小
幡
文
夫
　
▽
建
設
部
道
路
治

水
課
長
　(

建
設
部
下
水
道
課
長)

中
村

豊
孝
　
▽
建
設
部
下
水
道
課
長
　(

都
市

開
発
部
区
画
整
理
課
長)

渡
辺
清
貴
　
▽

都
市
開
発
部
区
画
整
理
課
長
　(

都
市
開

発
部
区
画
整
理
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長)

山
崎
秀
雄
　
▽
水
道
部
施
設
課
長
兼
計
画

係
長
　(

水
道
部
施
設
課
長
補
佐
兼
計
画

係
長)

成
嶋
豊
次
　
▽
教
育
総
務
部
社
会

教
育
課
長
　(

総
務
部
資
産
税
課
長
補
佐

兼
土
地
係
長)

小
倉
光
雄
　
▽
教
育
総
務

部
文
化
財
保
護
課
長
兼
資
料
館
長
　(

教

育
総
務
部
文
化
財
保
護
課
長
兼
文
化
財
保

護
係
長
兼
資
料
館
長)

豊
田
貞
男
　
▽
学

校
教
育
部
学
務
課
長
　(

八
潮
市
立
八
潮

中
学
校)

鳥
海
秀
夫

【
退
職
】
３
月
３１
日
付

鈴
木
栄
（
市
民
税
課
長
）

八
潮
市
民
相
撲
大
会
兼

第
14
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
八
潮
場
所

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
業

”体
に
や
さ
し
い
“
健
康
体
操

（
い
こ
い
体
操
）
教
室

❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇

❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇ ❇

❇
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❇
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❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
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❇
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❇
❇
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❇
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❇
❇



I
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３

卒
業
　
　
　
　
八
潮
五
　
西
森
八
重
子

え
？
　
そ
の
歳
で
何
を
勉
強
す
る
の
？

私
の
覗
き
た
い
門
の
中
に
は

年
齢
も
学
歴
も
問
わ
な
い

市
民
大
学
が
あ
っ
た

好
奇
心
で
そ
の
門
を
く
ぐ
っ
た

嫌
い
だ
っ
た
歴
史
が
好
き
に
な
っ
た

若
い
仲
間
と
そ
こ
へ
通
う
と

歳
を
忘
れ
、

私
の
頭
は
眠
り
か
ら
覚
め
た
よ
う
だ
っ
た

や
が
て
　
卒
業
と
い
う
別
れ
が
き
た

し
か
し
新
た
な
道
が
開
け
た

そ
の
道
を
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
歩
く
の
だ

鶴
ヶ
曽
根
　
平
本
　
愛
子

清
ら
か
な
贈
り
も
の
な
り
初
音
か
な

八
　
條
　
　
加
藤
　
龍
子

月
光
や
夜
道
明
る
き
花
辛
夷
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明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
が
公

共
下
水
道
で
す
。

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
清
潔

で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
、
蚊
や
ハ
エ
の
い
な
い
住
み
よ
い
、

き
れ
い
な
街
に
な
り
ま
す
。

平
成
１７
年
４
月
１
日
現
在
、
公
共
下
水

道
を
使
用
で
き
る
区
域
は
約
５
３
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
な
り
、
下
水
道
普
及
率
も
約
５７

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
使
用
で
き
る
区
域

４
月
１
日
か
ら
新
た
に
公
共
下
水
道
を

使
用
で
き
る
区
域
は
、
伊
草
・
南
後
谷
・

中
央
二
丁
目
・
中
央
三
丁
目
・
鶴
ヶ
曽

根
・
中
馬
場
・
木
曽
根
・
南
川
崎
・
大
曽

根
・
大
瀬
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
で
図
の
と
お

り
で
す
。
公
共
下
水
道
の
使
用
が
開
始
さ

れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
、
お
早
め
に
計
画
を

た
て
て
い
た
だ
き
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
接
続
工
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の

費
用
の
無
利
子
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
の

〜
水
洗
化
で
明
る
い
く
ら
し
〜
 

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
の
指
定
工
事
店
で
な
け
れ

ば
、
下
水
道
接
続
工
事
が
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
工
事
の
依

頼
は
、
市
の
指
定
工
事
店
へ
お
願
い
し

ま
す
。

受
益
者
負
担
金

４
月
１
日
か
ら
新
た
に
公
共
下
水
道

を
使
用
で
き
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
平

成
１７
年
度
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
対
象

と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、

内
容
確
認
・
納
付
方
法
等
に
つ
い
て
個

別
に
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
納
期
が
過
ぎ
て
い
る

負
担
金
の
納
入
を
ま
だ
済
ま
さ
れ
て
い

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
す
み
や
か
に
納

入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方
の
お
願
い

下
水
処
理
場
の
処
理
に
要
す
る
負
荷

が
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
負
荷
を
軽
く
す
る
た
め
、
次
の
こ

と
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

・
台
所
の
ゴ
ミ
や
テ
ン
プ
ラ
油
は
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
水
洗
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
以
外
の
生
活
用
品
は
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

・
有
害
な
物
質
や
危
険
物
は
絶
対
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

I
下
水
道
課
蕁
A
３
４
３
・
４
２
２

市
で
は
、
不
用
に
な
っ
た
浄
化
槽

を
転
用
し
雨
水
貯
留
施
設
に
改
造
す

る
こ
と
や
、
市
販
の
雨
水
貯
留
槽
を

設
置
し
、
雨
水
排
水
の
流
出
の
抑
制

を
行
う
方
を
対
象
に
、
そ
の
設
置
費

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
不
用
浄

化
槽
の
転
用
は
一
律
８
万
円
を
補
助

し
、
市
販
の
雨
水
貯
留
槽
は
設
置
費

の
半
額
と
し
、
２
万
５
千
円
を
限
度

額
と
し
て
補
助
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
の
申
請
に
あ
た
っ

て
は
、
申
し
込
み
条
件
や
、
補
助
対

象
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
下
水
道
課
ま
で
。

I
下
水
道
課
蕁
A
２
６
３
・
４
２
１

既に使用開始された区域
４月１日から新たに使用できる区域

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香

暮
れ
な
ず
む
畑
の
菜
の
花
う
す
あ
か
り

八
潮
八
　
　
栗
原
　
幸
子

は
た
め
き
て
門
出
見
送
る
新
幹
線

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝

ひ
な
祭
り
い
つ
し
か
娘こ

ら
も
四
十
過
ぎ

大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子

待
ち
き
れ
ず
ラ
ン
ド
セ
ル
背
に
子
の
笑
顔

八
　
條
　
　
斎
藤
　
孝
男

初
午
や
獅
子
舞
ゆ
れ
る
水
面
か
な

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子

ほ
こ
ろ
び
し
梅
に
無
情
の
雪
見
舞
う

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉

春
曉
の
鼓
動
聞
き
つ
つ
大
地
踏
む

緑
町
五
　
　
村
田
　
恭
子

春
め
く
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
展
覧
会

八
　
條
　
小
金
丸
美
智
子

波
頭

か
し
ら天
の
彼
方
に
風
光
る

八
潮
八
　
　
茂
村
　
つ
留

枝
刈
り
て
今
年
も
梅
花
咲
き
盛
り

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明

梅
の
枝
切
り
つ
つ
聞
き
入
る
鶯と

り

の
声

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義

春
の
水
さ
や
さ
や
用
水
流
れ
お
り

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子

留
守
番
は
猫
に
頼
み
て
春
炬
燵

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道

春
日
和
土
手
に
寝
こ
ろ
び
空
眺
む

垳
　
　
　
　
森
田
ヱ
ミ
子

蕗
の
と
う
ふ
る
さ
と
の
味
噛
み
し
め
る

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿

下
總
も
上
總
も
春
花
の
道

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み

両
の
手
に
香
い
っ
ぱ
い
の
蓬
摘
む

大
曽
根
　
　
臼
方
美
代
子

湯
煙
り
に
裸
身
を
か
く
す
露
天
風
呂

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子

命
日
の
夫
の
墓
も
雪
景
色

緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江

晩
学
の
友
と
並
び
て
卒
業
歌

大
　
瀬
　
　
鹿
野
久
太
郎

芹
摘
み
し
昔
懐
か
し
畦
の
道

大
　
瀬
　
　
臼
倉
　
サ
キ

春
の
川
静
か
に
流
れ
時
流
る

大
曽
根
　
　
横
山
　
正
夫

芹
を
摘
み
夕
食げ

の
料
理
考
え
る

中
央
二
　
　
大
久
保
清
子

齢
老
い
て
明
る
き
居
間
の
日
向
ぼ
こ

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝

ブ
ナ
林
に
キ
ツ
ツ
キ
の
音
冴
え
わ
た
り

中
央
一
　
　
尾
形
　
ツ
ネ

ゆ
っ
た
り
と
温
泉
に
浸
り
初
湯
か
な

木
曽
根
　
高
谷
　
多
門

耐
え
難
く
凍
て
し
朝
に
も
ペ
タ
ル
踏
む

す
ぐ
そ
こ
ま
で
の
春
を
待
ち
つ
つ

南
川
崎
　
松
谷
　
永
子

紅
白
の
梅
咲
く
木
々
の
小
鳥
た
ち

春
を
さ
え
ず
り
愛
を
さ
さ
や
く

八
潮
七
　
佐
藤
　
千
和

厳
寒
の
な
か
の
小
さ
き
鉢
植
に

寄
り
添
い
咲
け
る
和
蘭
の
い
と
し
さ

南
後
谷
　
杉
村
　
セ
ツ

沈
丁
花
春
を
告
げ
ん
と
咲
き
誇
り

そ
よ
風
誘
い
香
り
た
だ
よ
う

中
央
一
　
猪
瀬
　
利
助

朝
靄
の
森
に
さ
え
ず
る
小
雀
の

は
し
ゃ
ぐ
姿
は
幼
な
子
に
似
て

鶴
ヶ
曽
根
　
斉
藤
京
子

青
春
の
学
び
舎
巣
立
つ
吾
子
の
背
は

振
り
返
る
こ
と
な
く
遠
ざ
か
り
た
り

南
川
崎
　
小
野
塚
喜
代
子

硝
子
戸
を
打
つ
春
一
番
の
風
の
音

開
き
つ
つ
通
夜
の
席
に
座
り
て

八
　
條
　
種
村
　
幸
子

一
匹
の
老
犬
ぬ
っ
と
現
わ
れ
て

振
り
返
ら
ず
に
夜
の
闇
に
入
る

近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

「
み
ど
り
の
日
」
記
念
行
事

A
４
月
２９
日
豢

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

B
そ
う
か
公
園
（
松
原
団
地
駅
東
口
か
ら

勤
労
福
祉
会
館
行
き
バ
ス
で
「
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
」
下
車
）

D
春
物
花
鉢
と
リ
サ

イ
ク
ル
チ
ッ
プ
材
の
即
売
会
、
ク
イ
ズ
＆

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
輪
投
げ
、
み
ど
り
の

相
談
ほ
か
　
I

譛
草
加
市
み
ど
り
の
協
会

蕁
９３１
・
９
８
３
３

三
郷
演
劇
祭

A
４
月
２３
日
貍
・
２４
日
豸

午
後
１
時
開

演
　
B
鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー
（
三
郷
駅
か

ら
金
町
駅
行
き
バ
ス
で
「
八
木
郷
橋
」
下

車
徒
歩
４
分
）

D
県
立
三
郷
北
高
校
演

劇
部
、
劇
団
キ
ャ
ン
バ
ス
ほ
か
７
団
体

F
３
０
０
人
（
先
着
順
）

G
無
料
　
I

鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー
蕁
９５６
・
９
０
１
０

東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
特
別
公
演

”
エ
ロ
ー
ラ
の
「
四
季
」
“
vol.
２

リ
ク
エ
ス
ト
で
綴
る
〈
私
の
名
曲
選
〉

〜
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
を
迎
え
て
〜

A
５
月
２８
日
貍

午
後
２
時
開
演
（
１
時

３０
分
開
場
）

B
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー

ラ
（
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
」
下
車
）

D
出

演
＝
東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
、
ダ

ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
（
山
形
弁
研
究
家
）
曲

目
＝
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
「
四
季
」
ほ
か
★

演
奏
曲
の
リ
ク
エ
ス
ト
募
集
！
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
を
　
G
〈
全
席
指
定
〉
大

人
３
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
５
０
０

円
　
I

譛
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
蕁

９９２
・
１
０
０
１
　
FAX
９９２
・
１
３
２
３

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
映
画
会

壮
大
で
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
ら
し
い
ス
ケ

ー
ル
で
描
く
感
動
ス
ぺ
ク
タ
ク
ル
ロ
マ
ン

「
の
び
太
の
宇
宙
小
戦
争
」
で
す
。

A
４
月
２９
日
豢

①
午
前
１０
時
〜
②
午
後

１
時
３０
分
〜
　
B
吉
川
市
中
央
公
民
館

（
吉
川
駅
北
口
か
ら
徒
歩
１５
分
）

D
ド

ラ
え
も
ん
「
の
び
太
の
宇
宙
小
戦
争
」
の

上
映
　
F
各
回
５
０
０
人
　
G
無
料
※
子

ど
も
は
必
ず
保
護
者
が
同
伴
　
I
吉
川
市

中
央
公
民
館
蕁
９８１
・
１
２
３
１

保
存
民
家
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅

江
戸
時
代
に
旧
大
間
野
村
（
現
大
間
野

町
周
辺
）
の
名
主
を
務
め
た
中
村
家
の
旧

宅
（
築
１
０
０
年
を
超
え
る
長
屋
門
な
ど

建
物
４
棟
）
を
「
越
谷
市
保
存
民
家
大
間

野
町
旧
中
村
家
住
宅
」
と
し
て
保
存
・
公

開
し
て
い
ま
す
。
古
文
書
や
民
具
な
ど
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

A
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
※
休
館
日

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

B
所

在
地
＝
大
間
野
町
１
―
１
０
０
―
４
（
蒲

生
駅
西
口
下
車
徒
歩
１５
分
）
※
駐
車
場
あ

り
　
G
入
場
料
＝
一
般
１
０
０
円
、
小
・

中
学
生
５０
円
（
未
就
学
児
無
料
）

I
中

村
家
住
宅
蕁
９８５
・
９
７
５
０

松
伏
町 

吉
川
市 

雨
水
貯
留
施
設

設
置
費
の
補
助
制
度

三
郷
市 

草
加
市 

越
谷
市 




